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ロ
ラ
ン
ス
・
ル
チ
ュ
ル
ミ
著
「
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条

に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
指
導
原
理
の
崩
壊
」

外
国
文
献
紹
介
）

井

上

宜

裕

紹
介
者
は
し
が
き

「
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ

た
指
導
原
理
の
崩
壊
」

Ⅰ
｜
刑
法
的
応
答
の
部
分
的
に
切
り
取
ら
れ
た
漸
進
性

Ａ

教
育
的
制
裁
に
お
け
る
混
同

１

教
育
的
制
裁
が
刑
罰
に
類
似
す
る
場
合

２

教
育
的
制
裁
が
教
育
的
措
置
に
類
似
す
る
場
合

Ｂ

教
育
的
制
裁
、
架
空
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

１

特
殊
性
の
虚
し
い
探
求

２

刑
法
的
応
答
の
二
元
主
義
へ
の
回
帰

Ⅱ
｜
刑
法
的
応
答
の
歪
ん
だ
漸
進
性

Ａ

教
育
の
優
先
の
再
問
題
化

１

拘
禁
刑
を
宣
告
す
る
義
務

２

軽
減
さ
れ
た
拘
禁
刑
の
宣
告
を
理
由
づ
け
る
義
務

Ｂ

刑
罰
の
法
律
上
の
軽
減
を
排
除
す
る
こ
と

紹
介
者
は
し
が
き

本
資
料
は
、
ロ
ラ
ン
ス
・
ル
チ
ュ
ル
ミ
（L

a
u
ren

ce
 
L
E
T
U
R
-

M
Y

）
著
「
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に

よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
指
導
原
理
の
崩
壊
（L
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É
V
R
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R

１
）

1945

）」
を
訳
出
し
、
こ
れ
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
著
者
で
あ
る
ロ
ラ
ン
ス
・
ル
チ
ュ
ル
ミ
氏
は
、
現
在
、

ポ
ワ
テ
ィ
エ
大
学
法
学
部
教
授
で
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
及
び
少
年

法
等
を
担
当
し
て
い
る２

）。

二
〇
〇
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
再
犯
防
止
策
の
一
環
と
し
て
、

少
年
に
対
す
る
「
教
育
的
制
裁
（sa

n
ctio

n
s ed

u
ca
tiv
es

）」
が
導

入
さ
れ
た３

）。
こ
れ
は
、
従
来
の
「
教
育
的
措
置
（m

e
su
re
s

４
）

ed
u
ca
tiv
es

）」
と
「
刑
事
制
裁
（sa

n
ctio

n
s p
en
a
les

）」
の
中
間

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
没
収
、
犯
行
場
所
等
へ
の
立
入

禁
止
、
被
害
者
と
の
接
触
禁
止
、
共
犯
者
と
の
接
触
禁
止
、
賠
償
措

置
、
及
び
、
市
民
訓
育
研
修
へ
の
参
加
等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

る５
）。

二
〇
〇
七
年
に
は
、
心
理
的
、
教
育
的
及
び
社
会
的
活
動
の
実

行
を
可
能
に
す
る
、
資
格
あ
る
公
的
ま
た
は
民
間
教
育
施
設
へ
の
収

容
、
学
業
の
実
践
、
厳
粛
な
警
告
、
寄
宿
舎
を
備
え
た
学
校
施
設
へ
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の
収
容
と
い
っ
た
四
種
の
教
育
的
制
裁
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る６

）。

こ
れ
ら
の
制
裁
は
一
〇
歳
以
上
の
少
年
に
対
し
て
適
用
可
能
と
さ

れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
「
教
育
的
措
置
」
の
対
象

に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
一
〇
歳
以
上
一
三
歳
未
満
の
少
年
が
こ
の

「
教
育
的
制
裁
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
ル
チ
ュ
ル
ミ
論
文
は
、

教
育
的
制
裁
」
概
念
の

曖
昧
さ
、
内
容
の
矛
盾
、
及
び
、
同
概
念
と
「
教
育
的
措
置
」
な
い

し
「
刑
事
制
裁
」
と
の
関
係
の
不
明
瞭
さ
を
鋭
く
指
摘
し
、

教
育

的
制
裁
」
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
犯
罪
少
年

に
関
す
る
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条７

）の
掲
げ

る
原
則
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文
で
展
開
さ
れ
る
「
教
育
的
制
裁
」
の
法
的
性
質
の
分
析
、

特
に
、
一
般
に
保
安
処
分
と
解
さ
れ
て
い
る
「
教
育
的
措
置
」
と
の

異
同
は
、
わ
が
国
で
、
少
年
に
対
す
る
「
保
護
処
分
」
の
法
的
性
質
、

保
安
処
分
性
を
検
討
す
る
際
に
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
よ
り
一
般
的
に
、
刑
罰
と
保
安
処
分
の
関
係

を
論
じ
る
上
で
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
本
論
文
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

「
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

第
二
条
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
指
導
原
理
の

崩
壊
」

一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
そ
の
公
布
か
ら
二

〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の
法
律
ま
で
に
、
約
三
〇
回
も
修
正
さ
れ
、

そ
の
内
の
一
〇
回
は
、
未
成
年
者
に
適
用
可
能
な
迅
速
裁
判
手
続
を

制
定
す
る
一
九
九
五
年
二
月
八
日
の
法
律
以
降
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
〇
年
を
概
観
す
る
と
、
学
説
は
、

一
致
し
て
、
犯
罪
少
年
（m

in
eu
rs d

elin
q
u
a
n
ts

）
に
対
す
る
立

法
の
ト
ー
ン
が
硬
化
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
手
続
面
で
あ
れ
、
実

体
面
で
あ
れ
、
犯
罪
少
年
が
服
す
る
刑
事
法
は
、
各
改
正
に
よ
っ
て
、

成
人
に
適
用
さ
れ
る
そ
れ
に
接
近
し
て
い
き
、
そ
の
特
性
を
幾
分

失
っ
て
い
る
。
裁
判
の
迅
速
手
続
の
多
様
化
、
刑
事
和
解
（co

m
-

p
o
sitio

n
 
p
e
n
a
le

）
の
導
入
、
司
法
統
制
処
分
（c

o
n
tro

le
 

ju
d
icia

ire

）
の
拡
大
等
に
対
応
し
て
、
一
般
的
に
少
年
に
向
け
た
、

そ
し
て
特
に
新
た
な
「
絶
対
的
害
悪
の
像
」
で
あ
る
累
犯
少
年

（m
in
eu
r
 
recid

iv
iste

）
に
向
け
た
刑
法
的
応
答
（rep

o
n
se

 
p
en
a
le

）
が
硬
化
し
て
い
る
。

実
定
法
の
展
開
の
裏
で
、
モ
デ
ル
の
変
化
が
、
実
際
、
犯
罪
主
体

た
る
少
年
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伴
っ
て
よ
り
大
き
く
現
れ
て
く
る
。
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二
〇
世
紀
初
頭
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
も
、
成
長
過
程
に
あ
る
脆
弱
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
少
年

と
結
び
つ
い
た
、
予
防
及
び
教
育
を
志
向
す
る
後
見
的
司
法
（ju

s-

tice tu
tela

ire

）
シ
ス
テ
ム
の
承
認
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の

に
対
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
は
、
増
大
す
る
若
年
犯
罪
者
と
特
に
結

び
つ
い
た
不
安
感
の
増
大
が
、
社
会
の
急
激
な
変
化
と
生
け
贄
を
求

め
る
圧
力
に
結
び
つ
く
、
新
た
な
時
代
を
開
く
。
刑
事
法
領
域
の
全

体
に
お
い
て
認
識
で
き
る
こ
の
急
変
は
、
若
者
の
犯
罪
性
へ
の
対
処

に
お
い
て
も
強
く
訴
え
か
け
て
く
る
。

そ
の
行
為
が
治
療
す
べ
き

不
調
の
徴
候
と
し
て
捕
捉
さ
れ
る
、『
病
者
』
ま
た
は
『
社
会
的
弱

者
』
と
い
う
少
年
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
て
、
少
年
は
、
よ
り
自
発

的
に
、
今
日
で
は
、
理
性
的
で
自
由
な
行
為
者
で
、
自
己
の
選
択
及

び
自
己
の
運
命
の
主
体
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
監
視
の
論
理
と
結
び

つ
い
た
、
リ
ス
ク
低
減
の
言
説
は
、
集
団
的
行
為
者
（a

cteu
rs

 
co
llectifs

）
の
個
人
に
対
す
る
責
任
の
軸
を
ず
ら
せ
、
そ
の
結
果
、

介
入
の
意
味
と
狙
い
を
修
正
す
る
。
今
日
、
教
育
的
活
動
が
問
題
と

な
る
と
き
、
も
は
や
、
幼
年
期
の
『
欠
損
（m

a
n
q
u
es

）』
を
修
正

す
る
こ
と
で
当
事
者
を
『
援
助
す
る
』
こ
と
も
、
犯
罪
少
年
が
徴
表

す
る
リ
ス
ク
か
ら
『
実
際
の
被
害
者
（v

ra
ies v

ictim
es

）』
を
保

護
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
る
」

F
.
B
A
IL
L
E
A
U

）。

刑
事
政
策
の
言
説
は
十
分
に
修
正
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
展
開
に
よ
っ
て
も
、
一
九
四
五
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に
は
、

取
る
に
足
ら
な
い
書
き
換
え
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
少
年
重
罪
法

院
の
創
設
に
関
連
す
る
、
一
九
五
一
年
に
行
わ
れ
た
第
一
項
の
最
初

の
修
正
に
続
い
て
、
一
九
九
二
年
に
は
、
拘
禁
刑
の
言
い
渡
し
に
特

別
な
理
由
づ
け
を
要
求
す
る
刑
法
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
第
三
項

の
挿
入
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
第
三
及
び
第
四
の
修
正
は
、
二
〇

〇
二
年
九
月
九
日
の
法
律
、
い
わ
ゆ
るP

erb
en
 
I

か
ら
生
じ
る
。

同
法
は
、
第
二
項
に
、
刑
罰
の
他
に
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
教
育
的

制
裁
の
参
照
を
付
け
加
え
る
。
間
違
い
な
く
最
も
重
要
な
こ
の
最
後

の
改
正
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
条
そ
れ
自
体
に
反
映
さ
れ
る
、
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
の
当
初
の
哲
学
は
、
揺
ら
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
条
の
規
定
の
構
造
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
即

ち
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
少
年
に
対
す
る
原
則
的
な
刑
法
的
応
答

は
明
ら
か
に
保
護
処
分
で
あ
っ
て
、
教
育
的
制
裁
さ
ら
に
刑
事
制
裁

は
例
外
の
枠
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ
｜
刑
法
的
応
答
の
部
分
的
に
切
り
取
ら
れ
た
漸
進
性
（L

A
 

P
R
O
G
R
E
S
S
IV
IT
É
T
R
O
N
Q
U
É
E
 
D
E
S
 
R
É
P
O
N
S
E
S

 
P
É
N
A
L
E
S

）

そ
れ
自
体
刷
新
的
と
み
な
さ
れ
る
解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
現
象
（
犯
罪
少
年
の
低
年
齢
化
、
特
定
の
少
年
の
顕
著
な

ロランス・ルチュルミ著「一九四五年二月二日のオルドナンス第二条によって表明された指導原理の崩壊」(外国文献紹介)（井上）
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脱
社
会
化
、
及
び
、
多
重
累
犯
少
年
の
増
加
）」
に
対
応
し
よ
う
と

し
た
立
法
者
は
、
二
〇
〇
二
年
、

教
育
的
制
裁
」
を
創
設
し
て
、

犯
罪
少
年
に
適
用
可
能
な
刑
法
的
応
答
の
構
成
を
修
正
し
た
。
適
用

に
関
す
る
通
達
に
も
あ
る
よ
う
に
、
教
育
的
制
裁
は
、

教
育
的
措

置
で
は
不
十
分
と
思
わ
れ
、
か
つ
、
刑
罰
の
宣
告
が
厳
し
す
ぎ
る
制

裁
を
構
成
す
る
場
合
、
少
年
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
及
び
当
該
少

年
の
人
格
に
よ
り
よ
く
適
合
し
た
応
答
を
も
た
ら
す
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
い
る
以
上
、
当
然
な
が
ら
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に
お
い

て
、
保
護
的
措
置
と
刑
事
制
裁
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

少
年
犯
罪
（d

elin
q
u
a
n
ce ju

v
en
ile

）
に
対
す
る
応
答
の
漸
進

的
段
階
の
中
に
、
新
た
な
段
階
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
の
選

択
の
幅
を
増
や
そ
う
と
す
る
意
思
に
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
曖
昧
さ

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
曖
昧
さ
は
、
主
に
、
こ
の
新
た
な
制

裁
が
呈
す
る
教
育
的
措
置
及
び
刑
事
制
裁
と
の
類
似
性
か
ら
生
ま
れ

て
い
る
。

Ａ

教
育
的
制
裁
に
お
け
る
混
同
（L

es
 
co
n
fu
sio
n
s
 
d
a
n
s
 
les

 
sa
n
ctio

n
s ed

u
ca
tiv
es

）

犯
罪
予
防
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
三
月
五
日
の
法
律
は
、
当
初
の

六
つ
の
教
育
的
制
裁
に
、
別
の
四
つ
の
教
育
的
制
裁
を
付
け
加
え
た
。

こ
の
追
加
は
、
若
干
、
こ
と
を
面
倒
に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
第
一

波
に
よ
っ
て
、
不
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
た
の
は
刑
罰
と
教
育
的
制

裁
の
境
界
で
あ
る
が
、
第
二
波
は
、
よ
り
直
接
的
に
教
育
的
措
置
と

教
育
的
制
裁
の
限
界
を
変
質
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

１

教
育
的
制
裁
が
刑
罰
に
類
似
す
る
場
合
（Q

u
a
n
d
 
les
 
sa
n
c-

tio
n
s ed

u
ca
tiv
es s’a

p
p
a
ren

ten
t a
u
x p

ein
es

）

二
〇
〇
二
年
九
月
九
日
の
法
律
に
つ
い
て
評
釈
す
る
学
説
は
、
総

じ
て
、
教
育
的
制
裁
の
性
質
を
問
題
と
す
る
。
学
説
が
全
員
一
致
で

強
調
し
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
応
答
の
特
殊
性
を
そ
の
内

容
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
刑
罰
と
の
類
似
性
は
、
少
な
く

と
も
、
そ
の
内
の
五
つ
に
つ
い
て
は
、
明
白
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ま
ず
、
没
収
（co

n
fisca

tio
n

）
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
刑
法
典
に
お
い
て
、
明
文
で
補
充
刑
（p

ein
e
 
co
m
-

p
le
m
e
n
ta
ir
e

）
と

さ

れ

て

い

る
。
同

様

に
、
被

害

者

（v
ictim

es

）
で
あ
れ
、
共
同
正
犯
者
ま
た
は
共
犯
者
（co

a
u
teu

rs
 

o
u
 
co
m
p
lices

）
で
あ
れ
、
特
定
人
と
の
接
触
禁
止
（in

terd
ic-

tio
n
s d
e ren

co
n
trer certa

in
es p

erso
n
n
es

）
は
、
保
護
観
察
付

執
行
猶
予
の
特
別
遵
守
義
務
（o

b
lig
a
tio
n
s sp

ecia
les d

u su
rsis

 
a
v
ec m

ise a
l’ep

reu
v
e

）
を
想
起
さ
せ
、
ま
た
、
特
定
場
所
へ
の

立
入
禁
止
（in

terd
ictio

n d
e p
a
ra
ıtre en certa

in
s lieu

x

）
は
、

明
ら
か
に
滞
在
禁
止
刑
（p

ein
e d

’in
terd

ictio
n
 
d
e sejo

u
r

）
に

資 料
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類
似
し
て
い
る
が
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
〇

四
条
【
少
年
に
対
し

て
宣
告
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
刑
罰
】
は
そ
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

少
年
に
対
す
る
こ
の
刑
の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
。
最
後
に
、
市
民

訓
育
研
修
（sta

g
e d

e fo
rm
a
tio
n
 
civ
iq
u
e

）
は
、
そ
れ
自
体
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
に
規
定
さ
れ
て
い
る
市
民
資
格
研
修
（sta

g
e
 
d
e

 
cito

y
en
n
ete

）
の
「
双
子
の
兄
弟
（frere ju

m
ea
u

）」
と
し
て
現

れ
る
。
こ
れ
ら
研
修
の
い
ず
れ
も
が
、
実
際
、

自
ら
の
刑
事
責
任

及
び
民
事
責
任
、
並
び
に
、
社
会
生
活
が
含
む
義
務
を
自
覚
さ
せ
、

対
象
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
い
う
類
似
し
た
目
的
を

有
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
立
法
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
奇
術
（le to

u
r

 
d
e p

a
sse-p

a
sse

）」
は
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
、
非
難
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
教
育
的
制
裁
の
整
備
は
刑
罰
の
均

衡
性
の
原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
、

憲
法
院
は
、
教
育
的
制
裁
が
そ
の
形
容
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

性
質
か
ら
刑
罰
と
同
視
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
刑
事
制

裁
の
宣
告
を
支
配
す
る
刑
法
上
の
諸
原
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
観
念
を
強
固
に
し
て
い
る
。

２

教
育
的
制
裁
が
教
育
的
措
置
に
類
似
す
る
場
合
（Q

u
a
n
d
 
les

 
sa
n
ctio

n
s ed

u
ca
tiv
es s’id

en
tifien

t a
u
x m

esu
res ed

u
ca
-

tiv
es

）

二
〇
〇
二
年
以
来
、
教
育
的
制
裁
と
教
育
的
措
置
を
束
ね
る
同
一

性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
立
法
者
は
、
一
九
九
三
年
以
降
、

一
九
四
五
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
、
援
助
及
び
賠
償

措
置
を
教
育
的
制
裁
の
資
格
で
規
定
し
た
が
、
同
措
置
を
制
定
す
る

第
一
二

一
条
【
被
害
者
に
対
す
る
ま
た
は
公
共
団
体
の
た
め
の
援

助
ま
た
は
賠
償
措
置
】
の
沈
黙
の
中
、
誰
も
が
一
致
し
て
、
こ
の
措

置
は
教
育
的
措
置
に
属
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
教
育

的
制
裁
と
教
育
的
措
置
は
既
に
黙
示
的
に
混
同
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。と

こ
ろ
で
、
犯
罪
予
防
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
三
月
五
日
の
法
律

に
よ
っ
て
、
黙
示
は
明
示
と
な
っ
た
。
収
容
を
内
容
と
す
る
二
つ
の

新
た
な
教
育
的
制
裁
、
即
ち
、
心
理
的
、
教
育
的
及
び
社
会
的
活
動

の
実
行
を
可
能
に
す
る
施
設
へ
の
収
容
（p

la
cem

en
t
 
d
a
n
s
 
u
n

 
eta

b
lissem

en
t p
erm

etta
n
t la m

ise en œ
u
v
re d

’u
n tra

v
a
il

 
p
sy
ch
o
lo
g
iq
u
e,
ed
u
ca
tif et so

cia
l

）、
な
ら
び
に
、
寄
宿
舎
を

備
え
た
学
校
施
設
へ
の
収
容
（p

la
cem

en
t d

a
n
s u

n
 
eta

b
lisse-

m
en
t sco

la
ire d

’u
n
 
in
tern

a
t

）
は
、
ご
く
自
然
に
、
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
第
一
五
条
に
規
定
さ
れ
る
教
育
的
措
置
と
し
て
の
施
設
収
容
を

想
起
さ
せ
る
。
他
方
で
、
第
三
の
新
た
な
教
育
的
制
裁
で
あ
る
、
学

業
の
実
践
（ex

ecu
tio
n
 
d
e tra

v
a
u
x
 
sco

la
ires

）
は
、
そ
れ
自
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体
二
〇
〇
七
年
の
法
律
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、

少
年
の
職
業
的
ま

た
は
学
校
教
育
的
同
化
活
動
へ
の
参
加
（
…
）」
と
定
義
さ
れ
る
、

援
助
も
し
く
は
賠
償
措
置
（m

esu
re d

’a
id
e o

u d
e rep

a
ra
tio
n

）、

ま
た
は
、
日
中
活
動
（a

ctiv
ite

d
e jo

u
r

）
と
い
っ
た
教
育
的
措
置

の
精
確
な
一
態
様
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
と
り
わ
け
、
厳
粛

な
警
告
（a

v
ertissem

en
t so

len
n
el

）
は
、
教
育
的
措
置
の
資
格

に
お
い
て
譴
責
（a

d
m
o
n
esta

tio
n

）
と
の
区
別
が
明
示
さ
れ
な
い

ま
ま
、
新
た
に
、
教
育
的
制
裁
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
教
育
的
措
置
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
双
方
に
同
時
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
三
月
五
日
の
法
律
が
提
供
す
る
種
の
混
同
の
他
に
、

深
く
混
乱
し
て
い
る
の
は
、
全
体
の
統
一
性
で
あ
る
。
ま
ず
挙
げ
ら

れ
る
の
が
、
教
育
的
制
裁
と
し
て
の
警
告
は
一
〇
歳
か
ら
全
て
の
少

年
に
対
し
て
宣
告
さ
れ
う
る
の
に
対
し
、
教
育
的
措
置
と
し
て
の
警

告
は
年
長
の
少
年
に
対
し
て
し
か
宣
告
さ
れ
え
な
い
点
で
あ
る
（
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
第
一
五
条
及
び
同
第
一
六
条
参
照
）。
一
三
歳
以
上
の

少
年
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
教
育
的
措
置
の
方
が
そ

の
性
質
上
、
教
育
的
制
裁
よ
り
軽
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
を
い
か

に
し
て
理
解
す
る
の
か
。
次
に
、
立
法
者
が
第
一
五

一
条
最
終
項

に
、

少
年
に
よ
る
教
育
的
制
裁
の
不
遵
守
の
場
合
（
…
）、
少
年
裁

判
所
は
、
当
該
少
年
に
対
し
て
、
第
一
五
条
に
定
め
ら
れ
る
施
設
の

一
つ
へ
の
収
容
措
置
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
を

維
持
し
た
点
が
問
題
と
な
る
。
二
〇
〇
二
年
以
降
、
教
育
的
制
裁
の

不
遵
守
が
教
育
的
措
置
の
宣
告
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
の
は
奇
妙
に

思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
教
育
的
制
裁
が
当
該
収
容

を
構
成
し
う
る
た
め
、
そ
の
こ
と
す
ら
も
は
や
意
味
を
な
さ
な
い
。

寄
宿
舎
へ
の
収
容
と
い
う
教
育
的
措
置
は
、
寄
宿
舎
を
伴
う
施
設
へ

の
収
容
と
い
う
教
育
的
制
裁
の
不
遵
守
に
対
す
る
応
答
と
し
て
課
さ

れ
る
「
制
裁
（sa

n
ctio

n

）」
た
り
う
る
。

Ｂ

教
育
的
制
裁
、
架
空
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

（L
es
 
sa
n
ctio

n
s

 
ed
u
ca
tiv
es,

u
n
e ca

teg
o
rie fictiv

e
?

）

い
か
な
る
基
準
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
よ
う
と
、
同
じ
回
答
、
即
ち
、

肯
定
的
回
答
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
れ
ら
の
制
裁
の
正
当

化
は
立
法
者
の
欺
瞞
に
固
執
す
る
し
か
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

１

特
殊
性
の
虚
し
い
探
求
（L

a
 
v
a
in
e
 
rech

erch
e
 
d
e

 
sp
ecificite

）

教
育
的
制
裁
、
架
空
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

」
と
い
う
問
い
か
ら
、

教
育
的
制
裁
に
固
有
の
特
殊
性
が
存
在
す
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題

が
導
出
さ
れ
る
。

明
ら
か
に
、
特
殊
性
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
的
制
裁
が
呈
す
る
形
式

に
お
い
て
見
出
さ
れ
え
な
い
。
立
法
者
は
、
現
に
新
た
な
道
具
を
把
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握
す
る
困
難
に
ぶ
つ
か
り
、
既
存
の
措
置
か
ら
借
用
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

教
育
的
制
裁
の
特
殊
性
は
、
そ
の
宣
告
を
枠
づ
け
る
規
則
か
ら
も

生
じ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
教
育
的
制
裁
は
、
少
年
裁
判
所
ま
た
は
少

年
重
罪
法
院
に
よ
っ
て
し
か
決
定
さ
れ
え
ず
、
教
育
的
措
置
と
は
異

な
り
、
評
議
部
に
お
い
て
裁
定
す
る
少
年
係
判
事
に
よ
っ
て
は
な
さ

れ
え
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
、
教
育
的
制
裁
と
刑
罰
は
い
ず
れ
も
、

情
状
及
び
少
年
の
人
格
に
鑑
み
て
そ
れ
ら
の
制
裁
が
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
的

制
裁
は
刑
罰
と
同
じ
装
置
に
服
し
て
い
る
。

最
後
に
、
犯
罪
記
録
の
第
一
号
票
へ
の
記
載
、
ま
た
は
、
累
犯
の

前
提
段
階
を
構
成
し
う
る
有
罪
宣
告
と
教
育
的
制
裁
の
宣
告
を
同
視

す
る
こ
と
の
禁
止
も
し
く
は
自
動
化
さ
れ
た
全
国
犯
罪
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
登
録
の
禁
止
を
理
由
と
し
て
も
、
何
ら
特
殊
性
は
存
在
し
な

い
。
前
者
の
場
合
、
教
育
的
制
裁
は
、
刑
罰
及
び
教
育
的
措
置
の
双

方
か
ら
同
時
に
借
用
し
て
お
り
、
後
者
の
場
合
、
教
育
的
措
置
か
ら

の
み
借
用
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
も
制
度
に
よ
っ
て
も
、
教
育
的
措
置
と
刑
事

制
裁
の
双
方
、
ま
た
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
と
同
視
し
う
る
こ
の

刑
法
的
応
答
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
を
現
状
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と

が
適
切
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
議
論
に
値
す
る
と
い
え
る
。

２

刑
法
的
応
答
の
二
元
主
義
へ
の
回
帰
（R

ev
en
ir
 
a
u
 
d
u
a
lis-

m
e d

e la rep
o
n
se p

en
a
le

）

新
種
の
制
裁
の
幻
想
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
者
は
、
刑

法
的
応
答
の
二
元
主
義
へ
と
決
然
と
復
帰
す
る
た
め
に
、
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
改
正
の
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
形
式
的

に
は
、
こ
の
試
み
は
、
大
し
た
困
難
を
呈
し
な
い
。
援
助
及
び
賠
償

措
置
、
収
容
措
置
、
学
業
の
実
践
及
び
厳
粛
な
警
告
は
、
教
育
的
措

置
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
一
方
、
没
収
、
禁
止
及
び
市

民
訓
育
研
修
は
、
刑
罰
の
領
域
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
く
つ
か

の
調
整
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
の
も

の
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う

る
重
複
を
除
去
す
る
か
、
ま
た
は
、
目
的
は
同
じ
で
あ
る
が
、
ア
プ

リ
オ
リ
に
比
肩
し
う
る
措
置
を
区
別
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
明
確
に
す

る
か
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
譴
責
と
厳
粛
な
警
告
、
市
民
訓
育
研
修

と
市
民
資
格
研
修
、
さ
ら
に
は
、
交
錯
し
合
う
施
設
収
容
の
さ
ま
ざ

ま
な
態
様
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
の
も
の
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
よ

り
複
雑
に
見
え
う
る
。
現
存
す
る
教
育
的
制
裁
の
刑
事
制
裁
領
域
へ

の
統
合
は
、
実
際
、

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（d

eu
x
 
v
ites-

ses
）」
の
刑
罰
を
創
造
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
一
方
で
、
一

〇
歳
か
ら
の
少
年
に
適
用
な
刑
罰
、
他
方
で
、
一
三
歳
以
上
の
少
年

に
限
定
さ
れ
る
刑
罰
が
登
場
す
る
。
そ
れ
を
適
応
さ
せ
る
に
は
、
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従
っ
て
、
刑
罰
と
命
名
さ
れ
た
教
育
的
制
裁
に
固
有
の
新
た
な
規
定

を
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
中
に
挿
入
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。

政
策
的
に
は
、
事
情
は
全
く
異
な
る
。
現
在
の
年
齢
に
よ
る
区
切

り
を
再
検
討
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
再
構
築
は
、
実
際
、

刑
事
制
裁
が
一
三
歳
未
満
の
少
年
の
み
な
ら
ず
、
一
〇
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
少
年
に
も
適
用
さ
れ
る
と
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
明
文
で
規
定

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
〇
〇
二
年
に
立
法
者
が

行
っ
た
選
択
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
先
に
強
調
さ
れ
た
教
育
的
制

裁
と
刑
罰
の
同
一
性
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う
に
か
こ

う
に
か
ま
や
か
し
の
背
後
に
身
を
隠
し
つ
つ
、
立
法
者
は
、
オ
ル
ド

ナ
ン
ス
第
二
条
に
、
一
三
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
刑
罰
禁
止
の
原

則
を
掲
げ
た
ま
ま
、
言
い
落
と
し
の
道
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ
｜
刑
法
的
応
答
の
歪
ん
だ
漸
進
性
（L

A
 
P
R
O
G
R
E
S
-

S
IV
IT
É

C
O
N
T
O
U
R
N
É
E
 
D
E
S
 
R
É
P
O
N
S
E
S

 
P
É
N
A
L
E
S

）

一
九
九
四
年
、

犯
罪
性
と
早
熟
性
（D

e
lin
q
u
a
n
c
e
 
e
t

 
p
reco

cite

）」
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
す
る
第
二
九
回
フ
ラ
ン
ス
犯
罪

学
会
議
（C

o
n
g
res fra

n
ça
is d

e crim
in
o
lo
g
ie

）
の
際
、P

ierre
 

C
o
u
v
ra
t

は
、
少
年
の
刑
事
責
任
が
一
九
四
五
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

公
布
以
来
、
い
か
な
る
修
正
も
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て

い
た
。
今
日
、
基
本
的
に
は
同
様
の
認
識
が
支
配
的
で
あ
る
。
五
〇

年
来
、
実
際
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
は
、
二
つ
の
同
様
の
原
則
を

表
明
し
て
い
る
。
処
罰
に
対
す
る
教
育
の
優
先
と
い
う
第
一
の
原
則

の
適
用
に
お
い
て
、
全
て
少
年
は
、
教
育
的
措
置
に
し
か
服
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
「
調

整

さ

れ

た

責

任
（re

sp
o
n
sa
b
ilite

a
d
a
p
tee

）」
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
が
刑
事
制
裁
に
拠
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
例
外
を
伴
う
。
第
二
の
原
則
で
あ
る
刑

の
軽
減
は
、
そ
こ
で
は
、
二
つ
の
偏
差
に
従
っ
て
、

軽
減
さ
れ
た

責
任
（resp

o
n
sa
b
ilite

a
tten

u
ee

）」、
よ
り
正
確
に
は
「
軽
減
さ

れ
た
刑
罰
（p

en
a
lites a

tten
u
ees

）」
を
要
請
す
る
。
刑
の
軽
減

は
一
三
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
少
年
に
と
っ
て
は
必
要
的
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
そ
れ
以
上
の
少
年
に
と
っ
て
は
、
原
則
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
任
意
的
に
な
る
。

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
の
沈
黙
の
中
、
犯
罪
予
防
に
関
す
る
二
〇

〇
七
年
三
月
五
日
の
法
律
、
さ
ら
に
は
、
成
人
及
び
少
年
の
累
犯
防

止
を
強
化
す
る
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の
法
律
は
、
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
深
刻
に
ぐ
ら
つ
か
せ
た
。
立
法
者
は
、
実
際
、

教
育
の
優
先
の
再
問
題
化
と
刑
の
軽
減
の
排
除
を
同
時
に
行
っ
た
が
、

第
二
条
の
定
式
は
、
そ
れ
を
全
然
表
に
出
し
て
い
な
い
。
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Ａ

教
育
の
優
先
の
再
問
題
化
（L

a
 
rem

ise
 
en
 
ca
u
se
 
d
e
 
la

 
p
rio
rite

ed
u
ca
tiv
e

）

一
三
歳
未
満
の
少
年
に
と
っ
て
不
可
侵
で
あ
る
、
教
育
的
応
答
の

優
先
は
、
一
三
歳
以
上
の
少
年
も
同
様
に
対
象
と
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
第
二
条
第
二
項
が
精
確
に
示
し
て
い
る
の
は
、
少
年
に
対
し

て
裁
判
官
は
例
外
的
に
刑
罰
を
宣
告
し
う
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る

情
状
及
び
少
年
の
人
格
に
関
す
る
評
価
は
完
全
に
裁
判
官
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

立
法
者
は
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の

法
律
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
の
評
価
に
取
っ
て
代
わ
り
、
そ
れ
ま
で
裁

判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
権
限
は
、
第
三
項
に
規
定
さ
れ
る
拘
禁
刑

の
宣
告
に
つ
き
特
に
理
由
を
付
す
と
い
う
要
請
を
骨
抜
き
に
す
る
、

一
つ
の
義
務
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

１

拘
禁
刑
を
宣
告
す
る
義
務
（L

’o
b
lig
a
tio
n
 
d
e
 
p
ro
n
o
n
cer

 
u
n
e p

ein
e d

’em
p
riso

n
n
em
en
t

）

科
さ
れ
る
刑
罰
の
厳
し
さ
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
抑
止
効
に
賭
け

て
、
八
月
一
〇
日
の
法
律
は
、
成
人
同
様
、
行
為
時
に
一
三
歳
以
上

の
少
年
に
も
適
用
さ
れ
る
義
務
的
最
低
刑
、
い
わ
ゆ
る
「
刑
の
下
限

（p
ein
es p

la
n
ch
er

）」
の
活
用
に
よ
り
、
累
犯
に
対
す
る
効
果
を

強
固
に
す
る
。
憲
法
院
は
、
同
法
は
少
年
司
法
に
固
有
の
憲
法
的
要

請
を
害
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
よ
り
精
確
に
い
え
ば
、
憲
法
院

は
、
以
下
の
点
を
強
調
し
た
。
即
ち
、

一
九
四
五
年
二
月
二
日
の

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
及
び
第
二
〇
条
【
一
六
歳
以
上
の
重
罪
被
告

少
年
の
裁
判
】
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
少
年
に
対
し
て
管
轄
を
有
す
る

裁
判
所
は
、
保
護
、
援
護
、
監
視
及
び
教
育
の
措
置
を
宣
告
す
る
と

こ
ろ
、
刑
事
制
裁
が
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
適

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
立
法
者
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
排
除
し

よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
刑
法
第
一
三
二

一
八
条
【
重

罪
刑
を
軽
減
す
る
場
合
の
刑
の
下
限
】、
第
一
三
二

一
八

一
条

【
法
律
上
の
累
犯
状
態
で
重
罪
が
犯
さ
れ
た
場
合
の
刑
の
下
限
】
及

び
第
一
三
二

一
九

一
条
【
法
律
上
の
累
犯
状
態
で
軽
罪
が
犯
さ
れ

た
場
合
の
刑
の
下
限
】
に
規
定
さ
れ
る
刑
の
下
限
は
、
後
者
の
場
合

に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
。

そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
同
法
が
、
下
限
の
導
入
の
他
、
今
後
、
法
律

上
の
累
犯
の
状
態
で
新
た
に
故
意
に
よ
る
暴
行
の
軽
罪
、
加
重
事
情

を
伴
う
暴
行
の
軽
罪
、
性
的
攻
撃
あ
る
い
は
侵
害
の
軽
罪
、
ま
た
は
、

一
〇
年
の
拘
禁
刑
で
処
罰
さ
れ
る
軽
罪
が
行
わ
れ
た
場
合
、
裁
判
官

に
対
し
て
拘
禁
以
外
の
刑
罰
の
宣
告
を
禁
止
し
て
い
る
（
刑
法
第
一

三
二

一
九

一
条
第
三
項
）
の
を
顧
み
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
こ
の
新
た
な
禁
止
を
基
礎
づ
け
る
刑
法
第
一
三

二

一
九

一
条
第
七
項
﹇
第
一
項

﹈
な
い
し
第
一
二
項
﹇
第
五
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項

﹈
が
成
人
の
み
な
ら
ず
少
年
に
も
適
用
さ
れ
る
点
を
な
お
ざ
り

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
禁
止
は
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
明
文
で

規
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
同
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
準
用
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
〇

二
条
は
、
そ

れ
で
も
な
お
十
分
に
明
示
的
で
あ
る
。
即
ち
、

科
さ
れ
る
刑
罰
の

半
減
は
、
刑
法
第
一
三
二

一
八
条
、
第
一
三
二

一
八

一
条
及
び

第
一
三
二

一
九

一
条
に
規
定
さ
れ
る
刑
の
下
限
に
も
適
用
さ
れ

る
」
と
。
参
照
さ
れ
る
の
は
第
一
三
二

一
九

一
条
全
体
で
あ
る
以

上
、
同
条
が
定
め
る
原
則
の
全
て
が
少
年
累
犯
者
に
及
ぶ
。
例
え
ば
、

上
記
軽
罪
の
一
つ
に
つ
き
三
度
目
の
少
年
犯
罪
行
為
者
に
対
し
て
、

少
年
裁
判
所
は
、
今
後
、
自
由
剥
奪
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
が
強
制
さ

れ
、
そ
の
下
限
は
、
刑
の
軽
減
の
効
果
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
新
た
な

閾
の
半
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
せ
い
ぜ

い
、
し
か
し
、
そ
れ
は
少
年
裁
判
所
が
保
持
す
る
唯
一
の
選
択
で
あ

る
が
、
少
年
が
「
社
会
へ
の
適
応
ま
た
は
再
適
応
の
例
外
的
保
証
を

示
す
」
場
合
、
少
年
裁
判
所
は
、
収
容
期
間
が
法
律
上
の
下
限
を
下

回
る
旨
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
、
当
該
決
定
を
特
に
理
由

づ
け
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
（
刑
法
第
一
三
二

一
九

二
条
第
四

項
）。急

変
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
少
年
の
年
齢
及
び
身
分
｜
初
犯
、

累
犯
、
ま
た
は
、
多
重
累
犯
｜
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
教
育
的
措
置
に
与
え
ら

れ
る
優
先
性
に
、
こ
こ
で
は
、
選
択
の
余
地
な
く
、
拘
禁
刑
が
取
っ

て
代
わ
る
の
で
あ
る
。

２

軽
減
さ
れ
た
拘
禁
刑
の
宣
告
を
理
由
づ
け
る
義
務
（L

’o
b
li-

g
a
tio
n d

e m
o
tiv
er le p

ro
n
o
n
ce
d
’u
n
e p
ein
e d
’em

p
riso

n
-

n
em
en
t a
m
o
in
d
rie

）

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
第
一
項
の
射
程
を
強
化
す
べ
く
、
同
第
三

項
は
、

少
年
裁
判
所
が
、
執
行
猶
予
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
、
伴
わ

な
い
も
の
で
あ
れ
、
拘
禁
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ

の
刑
罰
の
選
択
を
特
に
理
由
づ
け
た
後
の
み
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
刑
罰
の
宣
告
が
、
こ
の
場
合
、
も
は
や
裁
判
所
の
自

由
な
決
定
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
唯
一
法
律
の
意
思
に
よ
っ
て

命
じ
ら
れ
る
途
端
、
理
由
づ
け
の
要
求
は
、
当
然
な
が
ら
、
根
拠
を

失
う
。
い
い
換
え
れ
ば
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
に
含
ま
れ
る
反
対

の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
務
所
と
い
う
究
極
の
手
段
は
、
も
は

や
必
ず
し
も
特
別
な
正
当
化
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、
ま
た
、
そ
こ
で
は
な
お
第
二
条
が
沈
黙
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
少
年
に
対
す
る
拘
禁
刑
の
宣
告
に
関
す
る
原
則
は
、
多
少
、

刑
法
第
一
三
二

一
九
条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
原
則
に
接
近
し
て

い
る
。
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
二
日
の
法
律
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
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本
条
第
二
項
は
、
実
際
、

そ
の
者
が
法
律
上
の
累
犯
の
状
態
に
あ

る
場
合
」、
こ
の
刑
罰
の
選
択
を
特
に
理
由
づ
け
る
義
務
に
対
す
る

緩
和
策
を
規
定
す
る
。
少
年
に
適
用
さ
れ
る
法
は
、
た
と
え
顕
著
な

差
異
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
例
外
を
い
わ
ば
我
が
物
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
展
開
が
示
す
立
法
の
動
き
は
そ
れ
で
も
や

は
り
類
似
し
て
い
る
。

裁
判
官
の
実
務
に
お
い
て
、
累
犯
者
を
特

に
強
調
す
る
こ
と
」
と
い
う
こ
の
表
明
は
、
そ
れ
だ
け
で
こ
の
こ
と

を
要
約
し
て
い
る
。
宣
告
す
べ
き
制
裁
の
自
由
な
選
択
が
害
さ
れ
た

こ
と
で
動
揺
し
た
裁
判
官
の
実
務
は
、
同
様
に
、
刑
の
法
律
上
の
軽

減
に
関
す
る
新
規
定
に
よ
っ
て
も
動
揺
す
る
。

Ｂ

刑
罰
の
法
律
上
の
軽
減
を
排
除
す
る
こ
と
（L

’ev
in
cem

en
t

 
d
e la d

im
in
u
tio
n leg

a
le d

e p
ein
e

）

最
近
ま
で
、
罰
金
刑
で
あ
れ
自
由
剥
奪
刑
で
あ
れ
、
科
さ
れ
る
刑

罰
の
量
は
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
〇

三
条
【
罰
金
刑
の
軽
減
】
及

び
第
二
〇

二
条
【
自
由
剥
奪
刑
の
軽
減
】
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る

態
様
に
従
っ
て
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
、

軽
減
さ
れ
た
刑
罰
（d

es
 

p
en
a
lites a

tten
u
ees

）」
の
原
則
は
原
則
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

修
正
前
の
第
二
〇

二
条
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、

例
外
的
に
」、

事
案
の
状
況
及
び
少
年
の
人
格
を
顧
慮
し
て
、
一
六
歳
以
上
の
少
年

か
ら
刑
の
軽
減
の
恩
恵
を
奪
う
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
度

に
わ
た
っ
て
、
立
法
者
は
、
一
六
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少
年
に
対

し
て
、
裁
判
官
が
刑
の
軽
減
を
排
除
し
う
る
場
合
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
こ
の
規
定
を
強
化
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
法
律
上
の
累
犯
状
態

で
、
人
の
生
命
ま
た
は
肉
体
的
も
し
く
は
精
神
的
完
全
性
に
対
し
て

故
意
に
侵
害
す
る
重
罪
が
行
わ
れ
た
場
合
、
及
び
、
法
律
上
の
累
犯

状
態
で
、
故
意
に
よ
る
暴
行
の
軽
罪
、
性
的
侵
害
の
軽
罪
、
加
重
事

情
を
伴
っ
た
暴
行
の
軽
罪
が
行
わ
れ
た
場
合
が
加
わ
り
、
当
初
唯
一

で
あ
っ
た
例
外
事
例
は
、
今
後
、
三
つ
に
な
る
。
と
は
い
え
、
例
外

の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
増
加
が
抱
か
せ
る
賛
同
ま

た
は
非
難
の
感
情
と
は
別
に
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
で
表
明
さ
れ

る
、
責
任
軽
減
の
原
則
は
維
持
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の
法
律
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
例
外
を

刑
の
軽
減
に
拡
大
す
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
並
行
し
て
、
同
法
は
、

実
際
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
〇

二
条
に
以
下
の
新
第
七
項
を
挿
入

し
て
い
る
。
即
ち
、

第
一
項
に
規
定
さ
れ
る
刑
の
軽
減
は
、
第
二

号
【
生
命
ま
た
は
肉
体
的
も
し
く
は
精
神
的
完
全
性
を
故
意
に
侵
害

す
る
重
罪
】、
及
び
、
第
三
号
【
故
意
に
よ
る
暴
行
の
軽
罪
、
性
的

侵
害
の
軽
罪
、
加
重
事
情
を
伴
う
暴
行
の
軽
罪
】
に
挙
げ
ら
れ
た
犯

罪
が
法
律
上
の
累
犯
の
状
態
で
新
た
に
行
わ
れ
た
場
合
、
一
六
歳
以

上
の
少
年
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」。
か
く
し
て
、
刑
の
軽
減
は
、
法

文
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
判
決
裁
判
所
の
こ
れ
に
反
対
す
る
決
定
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が
な
い
限
り
、
排
除
さ
れ
る
。

こ
の
新
規
定
が
憲
法
院
の
非
難
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
留
保
の
た
め
で
あ
る
。
憲
法
院
は
、
実
際
、

特
定
の

犯
罪
が
法
律
上
の
累
犯
の
状
態
で
新
た
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
後

者
﹇
刑
の
軽
減
﹈
が
一
六
歳
以
上
の
少
年
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し

て
も
、
裁
判
所
が
こ
れ
と
異
な
る
決
定
を
し
う
る
」
限
り
で
、
付
託

さ
れ
た
法
律
は
、
共
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
二
〇
〇

二
年
に
明
示
さ
れ
た
基
本
原
則
を
尊
重
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
こ
の
改
正
は
、
そ
れ
ま
で
全
て
の
少
年
に
対

し
て
、
即
ち
、
一
六
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少
年
に
対
し
て
さ
え
適

用
可
能
で
あ
っ
た
、
軽
減
さ
れ
た
刑
罰
の
原
則
を
覆
す
こ
と
に
な
る
。

基
本
的
に
、
刑
罰
の
低
減
は
、
例
外
に
な
る
。
そ
の
例
外
に
拠
る
に

は
、
説
明
が
要
求
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
少
年
裁

判
所
が
、
刑
の
軽
減
の
不
適
用
を
正
当
化
す
る
た
め
に
そ
の
厳
格
さ

を
理
由
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
今
後
は
、
少
年

に
対
す
る
軽
減
的
宥
恕
を
採
用
す
る
と
決
定
す
る
場
合
、
そ
の
寛
大

さ
を
理
由
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
少
年
犯
罪
に
対
し
、
中
で
も
特
に
少
年
の
累
犯
に
対

し
、
よ
り
処
罰
的
な
刑
事
政
策
を
示
す
二
〇
〇
二
年
以
来
の
新
法
は
、

国
会
議
員
は
否
定
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
少
年
司
法
の
特
殊
性
を

具
現
し
て
き
た
諸
原
則
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ら
の
変

質
に
つ
い
て
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
の
ま
ま
諸
原
理
の
表
明
を
唯

一
と
ど
め
て
い
る
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
条
は
一
切
関
知
し
な
い
。

奇
妙
な
こ
と
に
、
二
〇
〇
七
年
八
月
一
〇
日
の
法
律
の
跡
を
、
本
条

項
は
何
ら
と
ど
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

先
の
四
月
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
「
真
の
再
構
成
（v

erita
b
le

 
refo

n
d
a
tio
n

）」
の
願
望
が
、
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
、V

a
rin
a
rd

委
員
会
に
託
さ
れ
た
。
現
行
第
二
条
の
書
き
直
し
、
全
体
の
読
み
や

す
さ
等
、
同
委
員
会
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

１
）

L
a
u
ren

ce
 
L
E
T
U
R
M
Y
,
L
’effritem

en
t d

es p
rin
cip
es

 
d
irecteu

rs en
o
n
ces p

a
r l’a

rticle 2 d
e l’o

rd
o
n
n
a
n
ce d

u
 
2

 
fev

rier
 
1945,

A
rch

iv
es
 
d
e
 
p
o
litiq

u
e
 
crim

in
elle,

v
o
l.30,

2008,
p
p
.63

77.

２
）

本
論
稿
の
紹
介
に
つ
き
ご
快
諾
頂
い
た
ル
チ
ュ
ル
ミ
教
授
に
は
、

こ
こ
で
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

３
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
教
育
的
制
裁
に
つ
い
て
は
、
河
原
俊
也

「
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
四
年
及
び
二
〇
〇
七
年
法
改
正
後
の
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
に
お
け
る
少
年
事
件
処
理
の
実
情
」
家
裁
月
報
六
〇
巻

一
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
二
頁
以
下
他
参
照
。

４
）

犯
罪
少
年
に
関
す
る
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

（O
rd
o
n
n
a
n
ce
 
n

45
174

 
d
u
 
2
 
fev

rier
 
1945

 
rela

tiv
e
 
a

l’en
fa
n
ce d

elin
q
u
a
n
te

）
第
一
五
条
「
一
三
歳
未
満
の
少
年
に
対
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し
て
犯
罪
事
実
が
証
明
さ
れ
る
場
合
、
少
年
裁
判
所
は
、
理
由
を
付

し
た
決
定
に
よ
り
、
以
下
の
措
置
の
一
つ
を
宣
告
す
る
。
１
親
、
後

見
人
、
監
護
権
を
有
し
て
い
た
者
ま
た
は
信
頼
に
値
す
る
者
へ
の
引

き
渡
し
、
２
資
格
を
有
す
る
公
的
ま
た
は
民
間
の
教
育
ま
た
は
職
業

訓
練
機
関
ま
た
は
施
設
へ
の
収
容
、
３
資
格
を
有
す
る
医
療
施
設
ま

た
は
治
療
教
育
施
設
へ
の
収
容
、
４
児
童
支
援
局
へ
の
引
き
渡
し
、

５
学
齢
期
の
犯
罪
少
年
に
適
し
た
寄
宿
舎
へ
の
収
容
、
６
第
一
六
の

三
条
に
定
め
ら
れ
る
要
件
の
下
、
日
中
活
動
措
置
。」、
第
一
六
条

「
一
三
歳
以
上
の
少
年
に
対
し
て
犯
罪
事
実
が
証
明
さ
れ
る
場
合
、

少
年
裁
判
所
は
、
理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
り
、
以
下
の
措
置
の
一

つ
を
宣
告
す
る
。
１
親
、
後
見
人
、
監
護
権
を
有
し
て
い
た
者
ま
た

は
信
頼
に
値
す
る
者
へ
の
引
き
渡
し
、
２
資
格
を
有
す
る
公
的
ま
た

は
民
間
の
教
育
ま
た
は
職
業
訓
練
機
関
ま
た
は
施
設
へ
の
収
容
、
３

資
格
を
有
す
る
医
療
施
設
ま
た
は
治
療
教
育
施
設
へ
の
収
容
、
４
監

視
付
教
育
ま
た
は
矯
正
教
育
の
公
的
機
関
へ
の
収
容
、
５
厳
粛
な
警

告
、
６
第
一
六
の
三
条
に
定
め
ら
れ
る
要
件
の
下
、
日
中
活
動
措

置
。
」

二
〇
一
三
年
九
月
二
日
現
在
）。

５
）

司
法
の
た
め
の
指
針
及
び
計
画
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
九
月
九

日
の
法
律
（L
o
i n

2002
1138 d

u 9 sep
tem

b
re 2002 d

’o
rien

-

ta
tio
n et d

e p
ro
g
ra
m
m
a
tio
n d

e la ju
stice

）。

６
）

犯
罪
予
防
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
三
月
五
日
の
法
律
（L

o
i
 
n

2007
197 d

u 5 m
a
rs 2007 rela

tiv
e a

la p
rev

en
tio
n d

e la
 

d
elin

q
u
a
n
ce

）。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
に
は
、
新
た
な
教
育
的
制
裁
と
し
て
、
夜

間
外
出
禁
止
命
令
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（L

o
i n

2011
267 d

u 14
 

m
a
rs 2011 d

’o
rien

ta
tio
n
 
et d

e p
ro
g
ra
m
m
a
tio
n
 
p
o
u
r la

 
p
erfo

rm
a
n
ce d

e la secu
rite

in
terieu

re

）。

７
）

犯
罪
少
年
に
関
す
る
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

第
二
条
「
①
少
年
裁
判
所
、
少
年
軽
罪
裁
判
所
及
び
少
年
重
罪
法
院

は
、
事
案
に
よ
っ
て
、
適
切
と
思
わ
れ
る
保
護
、
援
助
、
監
視
及
び

教
育
的
措
置
を
宣
告
す
る
。
②
し
か
し
な
が
ら
、
情
状
及
び
少
年
の

人
格
に
鑑
み
て
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
上
記
裁
判
所
は
、
第
一

五

一
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
一
〇
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少
年
に

対
し
て
、
教
育
的
制
裁
を
宣
告
し
、
ま
た
は
、
第
二
〇

二
条
乃
至

第
二
〇

九
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
一
三
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少

年
に
対
し
て
、
刑
事
責
任
の
軽
減
を
顧
慮
し
つ
つ
、
刑
罰
を
宣
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
の
場
合
で
、
罰
金
刑
、
公
益
奉
仕
労
働
刑
、

ま
た
は
、
執
行
猶
予
付
拘
禁
刑
が
宣
告
さ
れ
る
場
合
、
上
記
裁
判
所

は
、
同
様
に
、
教
育
的
制
裁
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
少
年

裁
判
所
及
び
少
年
軽
罪
裁
判
所
は
、
執
行
猶
予
付
で
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
、
こ
の
刑
罰
の
選
択
を
特
に
理
由
づ
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、

拘
禁
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

二
〇
一
三
年
九
月
二
日

現
在
）。
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